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図1：型抜き機で加工される主な製品

1．型抜き機を知っていますか？
　私たちは、沢山の物に囲まれて生活をしていま
すが、そうした物を誰が、どのように作っている
かは意外と知りません。本稿で紹介する坂本造機
株式会社（以下、同社）は、我々の生活を豊かに
する様々な製品を作るために欠かせない型抜き機
を作っている企業です。型抜き機とは、切り抜き
たい形をした刃物で、紙や布、ゴム、プラスチッ
クなど金属以外のあらゆるものの型を抜く機械で
す。型抜き機によって作られている製品は、紙製
品やプラスチック容器、スポンジ、文具から、家
電製品のパッキン、自動車のエアバッグ、さらに
は、携帯電話やゲーム機等の液晶ディスプレイ用
の機能性フィルムまで様々です。実は、私たちが
豊かな生活を送るためには、型抜き機は欠かせな
い機械だったのです。
　同社は、中小企業でありながら、世界を相手に
事業を展開する型抜き機のトップメーカーです。
本稿では、同社の事例を通じて、中小製造業の経
営のあり方や成長戦略について検討したいと思い

ます。

2．世の中の役に立つ機械をつくりたい
　創業時、同社は印刷用の紙の裁断機を製造して
いました。創業者は常に、「世の中の役に立つ機
械をつくりたい」という強い思いでものづくりを
していました。そのため社会や顧客のニーズを把
握し、それに応えるための技術力を磨いてきまし
た。しかし印刷業界が拡大するにつれ、新規参入
が相次ぐなど、競争が激化してくると、技術力に
関係なく、価格競争に巻き込まれるようになって
きました。
　「世の中の役に立つ機械を作るため、技術力を
磨いてきたが、このままでは、技術を活かすこと
ができない」
　技術を大事にしたいと考えた創業者は、自社技
術を活かせる分野を探しました。そして当時、小
さい市場でしたが、将来の成長が期待できる型抜
き機に事業を特化していきました。その後、同社
は、ニッチな型抜きの世界で、「役に立つ製品づ
くり」に徹底的にこだわり続けました。その結果、
独創性な技術開発に次々と成功し、業界のパイオ
ニアとしての地位を築いていきました。

3．独自技術を次々と開発
　同社では、カタログにある標準品のまま納品す
ることはほとんどありません。常に受注先から、
加工したい素材、作業条件、使い方などを細かく
聞き取り、ニーズに応じた技術開発などを行い、
型抜き機を作ってきました。その結果、ほとんど
がカスタマイズ製品で、フルオーダー品となるこ
とも少なくありません。こうしたものづくりを繰
り返していく中で、独自の技術やノウハウが蓄積
されてきました。
　例えば、長年、同社の顔となってきたハーフカッ
トの技術もその一つです。これは2層、3層と重ね
られたフィルムの1層だけを抜く技術で、台紙の
ついたシールを想像すると分かりやすいでしょう。
同社は、他社に先駆けてこの技術を開発しました

が、開発後も粘り強く、その精度に磨きをかけ続
けた結果、今では10μm（0.01mm）レベルまで
高さ調整が可能となりました。この技術は、現在、
液晶やプラズマに使われる極薄フィルムのカット
に欠かせない装置となっています。
　このほか、加工時間の短縮というニーズに対応
する際は、重ねるシート数を増やすことが考えら
れますが、そうなるとズレやカエリなどが生じや
すくなり、品質が低下することになります。この
問題を解決するため、プレスの速度を微妙に制御
し、切断面の品質を保つ技術を開発しました。こ
の技術も、引き続き高精度化に取り組んだ結果、
今では、切断面に高い精度が求められる液晶フィ
ルムの型抜きに活かされています。
　このように同社は、型抜き機に特化し、蓄積し
てきた数多くの技術やノウハウを活用し、独創的
な方法で顧客のニーズに応えてきました。その結
果、一度同社の装置を購入したユーザーは、同社
のファンになるため、80％以上という高いリピー
ト率を誇っています。

4．高精度、高速位置決め技術
　型抜き機の重要な技術の一つに位置決め技術が
あります。近年、携帯電話や携帯ゲーム機などモ
バイル機器の小型化、軽量化がさらに進むなかで、
フィルムの型抜きにおいても、より早く、より精
密に位置決めできる技術を求める声が強くなって
きました。従来は、ガイドピン穴で加工品の位置
決めをする方法が採られてきましたが、これは職
人技に頼った方法で、100μmレベルの精度が限
界でした。そこで同社は、平成18年6月に「新型ロー
ルプレスの開発」のテーマで中小企業新事業活動
促進法に基づく経営革新計画の承認を受け、高精
度型抜き機の開発に着手しました。
　開発は、これまで同社が蓄積してきた型抜き機
の設計ノウハウや、同社のものづくりを支えてき
た職人の技、それと新たに導入したCCDカメラ
や画像処理などの最新技術を融合することで行わ
れました。その結果、CCDカメラを用いた位置
決めシステム「APS（オート・ポジショニング・
システム）」を搭載した高精度型抜き機の開発に
成功しました。新製品は、CCDカメラで撮影し
た画像を解析し、位置のズレを10μmの精度で検
知し、位置を補正してから、型を抜きます。この
一連の作業を1分間に180回、わずか0.3秒の間で
行えるものでした。新製品は、展示会や市場で高
く評価され、現在では、海外も含め順調に販売台

数を伸ばしています。取引先には、太陽電池といっ
た新エネルギー分野などをはじめ新分野からもそ
の技術が求められています。

5．競争を勝ち抜くために
　同社は、決して大きな企業ではありませんが、
型抜き機のトップメーカーとして、世界を相手に
堂々と事業を展開するグローバル企業です。それ
は競争の少ないニッチ市場を選択し、そこに経営
資源を集中投下させ、独自技術を開発し、さらに
その技術を磨き続けたことで、他社が追随できな
い技術蓄積ができたためと考えられます。これは、
可能な限り競争の少なく、将来性のある分野に進
出し、市場を先取りすることで、競争優位を獲得
するという、ポーターが提唱するポジショニング
戦略を実践したものです。
　同社が、ポジショニング戦略を実践できたのは、
創業以来の「世の中の役に立つ機械を作りたい」
という明確なポリシーを貫いてきたためと思われ
ます。紙の裁断機から型抜き機専業への事業転換
の意思決定、継続的な独自技術の開発、いずれも
ポリシーに従い意思決定した結果といえます。創
業から半世紀、今や同社は世の中に無くては成ら
ない企業に革新しました。このことは、企業経営
において、その存在意義を明確にし、それに基づ
き一貫した経営を行うことの重要性を示唆してい
ると思われます。

〈謝辞〉
最後になりましたが、本稿の執筆に当たり、ご多
忙の中、ご教示いただきました坂本進代表取締役
に対し、この場を借りて厚くお礼申し上げます。
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図2：APS搭載機で、フィルムを加工
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